
熱帯現地で熱帯病・新興感染症を学ぼう！
熱帯感染症研修コース参加者募集

長崎大学グローバルＣＯＥプログラム

熱帯医学研究所・臨床医学分野（熱研内科）
医歯薬学総合研究科・感染免疫学講座（第二内科）

グローバルCOEプログラム：

熱帯病・新興感染症の地球規模制統合制御戦略の一環として海外での
熱帯感染症研修コースを実施します

本海外研修の特長
熱帯地域の途上国において、マラリア、デング、乳児の下痢

 

症や急性呼吸器感染症、HIV/AIDSなどの感染症は大きな公衆衛

 

生上の問題であり、これらの国々に多大な経済的損失を与えて

 

います。
本研修コースは、長崎大学の教員の引率の元、タイ・チェン

 

マイ大学医学部附属病院及び提携病院において感染症診療に専

 

門医とともに従事し、一般感染症・熱帯感染症の生きた経験や

 

知識を習得できます。コース終了時に終了証書を授与します。

募集人数：４名
応募資格：感染症診療に関心のある医師。
応募書類：（１）履歴書（２）業績目録（英和文査読誌、その他に分けて記載）

（３）海外における感染症診療に対する今後の抱負、関連する経歴
（A４用紙に2枚）（４）推薦書（1通）および連絡先

支給旅費、宿泊費等：当ＣＯＥ委員会の規定による
応募締切：平成21年

 

6月末日必着
送付先：〒852-8523 長崎市坂本

 

1-12-4 長崎大学熱帯医学研究所ＧＣＯＥ推進室

グローバルＣＯＥプログラムＵＲＬ：http://www.tm.nagasaki-u.ac.jp/gcoe
連絡先：E-mail: gcoe@tm.nagasaki-u.ac.jp Tel: 095-819-7813・7870

募集要項

研修の目的
1.

 

熱帯地において短期間に多くの感染症症例を経験する機会

 

提供し、現地における感染症診療への興味を高めます。
2.

 

経験ある専門医と伴に診療することで、熱帯感染症を含め

 

た感染症に対する臨床力の向上を図ります。

診療できる疾患と研修内容
疾患：マラリア、デング、レプトスピラ症、メリオイドーシス､

腸チフス、下痢症、日本脳炎、エイズ関連日和見感染症
など

内容：セミナー、病室実習（症例経過の追跡）
症例カンファランス、症例報告会

 

（使用言語：英語）

研修場所、期間
タイ

•チェンマイ大学附属病院及び関連病院
•平成21年8月17日（月）〜

 

8月26日（水）10日間
•その他自費による個別研修（ベトナム・フィリピン)について
は随時応談
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